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BLが党めて兄ると， i；り］もやの中に溶けなじんでいに1’l

いファーム ・ハウスが現われてきた。ニューヨーク少卜1北

部，カナダ国境もほど遠からぬイサカ付近は酪農地帯で

ある。そうした土地柄もあってか，このイサカの町にあ

るコーネル大学は，昔から農学部で名がとおっている。

またこの大学はアメリカでおそらく唯一のホテル経営学

科という特異なコースをもっている。それはさておき，

コーネル大学は，後進国とりわけ東南アジア研究の分野

で，エール大学と並んで指導的な地位を占めている。な

かんずくインドネシア研究にかけては「総本山」ともい

うべき役割を演じてきた。

コーネル大学の東南アジア研究は， 1950年代に文化人

類学の LauristonSharp, 政治学の GeorgeMcTuruan 

Kahinが，それぞれリーダーとなって推進したタイ地域

研究と，インドネシア地域研究を中心に，アメリカの学

界で確固たる地歩を築くにいたった。 1950年末と60年代

初めの東南アジア研究センターの組織・スタッフの状況

については，板垣与ー教授や岸幸一氏の報告があるので

重複は避け，ここでは最近の研究傾向の内容面について

の印象を語ることにする。

タイ地域研究の分野は，タイの華僑社会に関する力作

を著わしたSkinnerがスタンフォード大学へ去り，イン

ドネシア研究陣に比して大分比重が落ちているようだ。

したがって，コーネル大学の東南アジア研究プログラ

ムで現在一番允・実しているのは，やはりインドネンアの

政治学的研究の分野ということになる。1950年代に Ka-

hin教授指導の下に育った東南アジア各国政治の専門家

は，今ではアメリカ各地の大学に配置され， Kahin教授

は東南アジア政治のコーネル山脈の頂点に立っている。

たとえば， ビルマを専攻するニュー・ジャージ一少liラ

トガース大学の Silverstein,タイを専攻するロスアンゼ

ルスのカリフォルニア大学の Wilson，バークレーでイン

ドネシアを専攻する DanielLev等々は Kahin門下の逸

材である。

このコーネル学派の学風は，一言でいえば，手堅い政

治史的アプローチである。 1945~50年の独立闘争期を取

り扱った KahinのNationalismand Revolution in 

Indonesia (1952)，それに続く 1950~57年の時期をカバ

ーしたかれの弟子 HerbertFeithの TheDecline of 

Constitutional Democracy切 Indonesia(1962), 1957 

年をテーマにした DanielLevの Transitionto Guided 

De111ocracy (1966)のインドネシア現代政治史の系列

は，それぞれの時期における現地資料を丹念に調べ上げ

た自他ともに許すスタンダード ・ワークである。インド

ネシア共産党専攻の RuthMぶ「ey女史，ィ ンドネシア

の対外政策をテーマとする FredBunnel,日本軍政期か

ら独立闘争初期を取り扱っている BenedictAndersonと

話し合ってそうした印象をさらに深めた。この地道に手

堅く， 一国の政治に特化して研究を進め る Kahinー派

の学風は，アメリカの東南アジア政治の研究分野におけ

るいま一つのアプローチとしての，前記の MITの Pye教

授に代表される理論的，比較一般化的傾向と好対照をな

すものである。かように学風の点で対照的な KahinPye 

の両教授は，また政府のベトナム介入政策という実際面

でも対照的な態度の違いをみせている。すなわち Pye教

授は学界の「タカ派」に属すると考えられているのに対

し， Kahin教授は南ベトナム民族解放戦線の「反植民地

主義的ナショナリズム」を重視し，アメリカのベトナム

介入に反対の立場をとり，1965年4月の第 1回ティーチ・

イン運動開始以来，その梢極的な指消者の 1人である。

箪行はイサカ洲;位11 (/）孜， Kallin教授に招かオして，ィ

サブ）1|iライオンズ・クラブの例会で Kahin教授が参加

したベトナム戦争討論会を傍聴した。この会合で Kahin

教授は1948~49年に，インドネシア独立戦争のさなかに

革命共和国内部にあって現地調査中に自らつぶさに見聞

した体験から，南ベトナム民族解放戦線のナショナリズ

I I I 



研究機関紹介 ー—

ム的性格を力説，支持するのを聞いて，学閤と生活を社

会的責任感に実践的に統一させている 1人のアメリカ人

をそこに感じた。しかも，このアメリカ人は， 少しも気

負うところもなく，意見を異にする討論会の多数に対し

て，静かに自分の所信を語っていた。この光景は筆者に

とってアメリカとアメリカ人を今さらながら考えさせる

ひとこまであった。

コーネル大学の東南アジア研究フ゜ログラムでは，学外

から碩学を客員教授として短期的に招いている。わが国

からは東大の山本達郎教授（安南史）がかつて講じたこ

とがあるが，筆者が訪れたときはたまたま東南アジア史

の泰で斗あるイギリスの D.G. E. Hall教授が，春期セ

メスターの間， ビルマ・ゼミナールを開いていた。箪者

は一日，その講に列したが， ロンドン大学の Schoolof 

Oriental and African Studiesを退いた老教授の円熟し

たmellowとも評すべさ講義振りには快く魅せられるこ

とになった。

Hall教授のロンドンでの弟子の 1人が現在 コーネ Jレ

大学で東南アジアの占代史を教えている。 この 0.W. 

Walters教授は， 1957年， マラヤが独立するまで多年

Malayan Civil Serviceに働いていた人で， 夫人も華僑

系である。 中国語史料を基礎として Srivijaya史を博士

論文のテーマにしたという 。マラヤの地方政治指導層を

研究してきたという筆者の話を聞くと，かつてマラヤ半

島のペラ小l、Iに DistrictOfficerとして在勤した Walters

教授は，俄然膝をのり出して，旧知のマレ一人指導者の

最近の消息を筆者に聞きただした。

ペラ小liといえば，やはりたまたまコーネル大学で研究

中のマラヤ大学歴史学科講師のZainalAbicldin氏と面識

を得ることになったが，その際ペラ小liペラ河下流流域の

マレ一人社会の地方史の聴取調査をマラヤ大学歴史学科

が行なったと聞いた。この調査に加わったZainalAbiddin 

氏自身ペラ河下流地方の出身のよし。筆者の研究計画の

一部としてのペラ朴l地方政治指溝層の研究資料を思いが

けず得るしだいとなった。

Zainal Abiclclin氏は，イ ンドネシアのマレーシア対決

の間題を，インドネシア共産党関係の資料を中心に研究

するにめ，コーネル大学に滞在中であったが，ことほど左

様にコーネル大学凶書館の東南アジアとくにインドネシ

ア関係の資料は充実している。これは東南アジア言語の

主任教授 JohnM. Echols博士が無類の bibliophileで

あることに負うところが大きいようである。Echols博士

は，先年ハワイで開かれた東南アジア資料関係国際会諮
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などを例に引きながら， 日本と の研究・資料交流の必要

性を力説したが，過去における言語障壁の大きさを歎い

ていた。

VI 中西部にて

1. ミシガン大学

デト ロイト郊外 WillowRun飛行場から車で半時間

の距離にある AnnArborは，ミシガン大学のあるカレ

ジ・タウンである。バークレーのカリフォルニア大学や

イリノイ大学とともに， 三大朴I立大学の一つであるミシ

ガン大学が戦後いち早く作った日本研究センターは， そ

の分野では全米随一の地位にあるが，近年東南アジア研

究の研究施設も大き く発展してきている。

この南アジア ・東南アジア研究センターの所長は，筆

者が1960年～62年マラヤ滞在中に知り合ったGay]Ness 

間L・（社会学）である。北欧の協同紐合運動をテーマに

バークレーでt尊土号をとった Ness助教授は， 1961年か

ら1964年まで3年間，農村開発政肘機関 (Ruralan<l In-

clustrial Development Authorityー一略称 RIDA)に焦

点を据え，経済開発における政府の役割について現地調

査を行な った。マラヤに3年の滞在を終えて後ミシガン

大学に招かれた同博士は，現在これもマラヤを専攻した

地理学者 PeterGosling博士の後任として，南アジア ・

東南アジア研究センター所長として，同大学における東

南アジア研究の推進力となっている。

Ness所長は， 就任以来， 次の二つのプロジェクトを

企画し，その実施にかかっている。その一つは， “The

Conditions of Democratic Development’'プロジェクト

で，この研究センターに関係する研究者の研究対象地域

が，マレーシア，シンガボール，フィリヒ゜ン，インドを中

心としているところから，一応 “LiberalDemocracy”の

政治形態を共通項とすると考えられる。これら諸国につ

いて，次のような問題意識からグルーフ研゚究を進めよ う

というねらいである。

"whether we are looking at peasant market sys-

terns, middle class developments, government orga-

nizations, or the broad international problem of de-

colonization, significant sets of questions always in-

volvc the issue of what grou/Js arじ beingformed, 

1,y whom cmd for wl叫切ds."

（プロジェクト趣意書より）

今一つのプロジェクトは，前述のように Ness博士が

マラヤを対象に行なった「開発計画における政府の役割」

について，台湾，タイ，マレーシア，インドなどの比較



研究を行なうという試みである。

Ann Arbor滞在中の一日，筆者は，GaylNess博士，

Gosling教授， それに東南アジアの政治を担当する Fi-

field教授と MichiganUnionの教授クラブで会食した。

Fifield教授は， The Diplomacy of Southeast Asia 

(1958)を著わしており，東南アジアの国際政治的研究

の先駆者と目されている。たまたま大学院で Fifield教授

の指導する学生の 1人に京大法学部出身の日本人学生が

おり， 東南アジア各国指導者に関する Fifield教授のゼ

ミナールで修士論文にシンガボー）レの李光耀首相の po-

li ti cal biographyを執箪中であることを知った。 このほ

かいま 1人東京の国際リキスト教大学出身で政治学の拇

士課程に在学し，フィリヒ ン゚の政治を専攻している実藤

君という留学生にも大いに世話になった。キリスト教大

学と言えば，筆者がかつて同大学で教えたアメリカ人学

生とニューヨークやミシガン大学で再会したのには，世

の中の狭くなったのを感じたものである。

ニューヘーブンやケンブリッ ジでと同様に，筆者は，

ミシガン人学でも後進国の政治に関する新しい方法論的

開発の試みについて意見交換すべく， 国際政治学の Da-

vid Singer博士を訪問した。同博士が所属する Mental

Heal th Research Ins ti tu teは，アメリカでも特異な研究

所で，一見その名蘭からは縁遠いような社会科学のさま

ざまな分野の（たとえば， generalsystems分析，社会

科学における数学的モデル，抑止戦略と軍備管理，紛争

解決など）の学者がフル・タイムの所員として研究に従事

している interdisciplinaryな研究所なのである。ミシガ

ン大学には，今一つの社会科学の interclisciplinaryな研

究所として Institutefor Social Researchがあり，それ

は， SurveyResP.c1rch CenterとResearchCenter for 

Group Dynamicsの二つからなる。 SurveyResearch 

Centerは，サンフ ；゚レ調査法を心理学 ・社会学 ・経済学 ・

政治学上の諸問題に応用することを中心課題とするのに

対し，後者は集団行動の理論と実際を研究対象としてい

るのである。

Singer博士は， Generalsystems分析を近年その中心

的分野にしており，また最近わが国にも，川田侃氏や武

者小路公秀氏などによって紹介されはじめた Interna-

tional Peace Research Councilのメンバーとして，国際

平和の研究に， systems分析を適用している。

もっとも， Singer博士自身は現在のところ，後進国の

契機を国際政治のシスアム理論研究の中にまだ作業化し

ていないようであった。しかし上記のミシガン大学附属

ー一 ー 研究機関紹介

研究所は，後進国の社会科学的研究の理論的，技術的開

発を進める上に大いに示唆的であるように思われる。

2. シカゴにて

5月になったというのに，ミシガン湖に面するこの

Windy Cityは異常に寒かった。シカゴの銀座 StateSt-

reet一帯 (theloop環状線地域は昔とあまり変わった感

じはなかったが， NorthSideゃSouthSideのスラム地

域は面目を一新して，清潔な住宅街がそこにあった。シ

カゴ大学付近も，かつては異臭ただよう blightedarea（ス

ラム）だったのが取り払われ，広々とした感じになって

いた。その反面，大学に近い外国人留学生の宿舎 Interna-

tional Houseの内部は，人も用度も13年の時の移りを全

く感じさせないたたずまいであった。

シカゴ大学で最初に訪ねたのは，国際政治学のMorton

Kaplan教授だった。同教授を訪ねた目的は，ミシガンの

Singer 1専士の場合と同様であった。1958年に Kap"¥an教

授が世に間うた Systemand Process切 International

Politicsが，その後のアメリカ国際政治学界におけるシス

テム理論の流行のいわばキ ック ・オフの役割を務めたこ

とを覚えている筆者にと って，あれから10年近い月日が

流れた現在，今や国際政治のシステム理論の中に，後進国

の契機をどのように位置づけているか， という点を知る

ことが，アメリカの国際政治学者の後進国観をうかがう

上に示唆的であろうと思われたからであった。しかし，

Singer博士の場合と同じく， Kaplan教授も，後進国の

契機を理論的にまだ十分組み入れていない印象を受け

た。そして，それについて Kaplan教授自身が会うこと

をすすめてくれたのは，中東の政治を専攻する Leonard

Binder教授であった。 かれについては，『アジア経済』

（第6巻第2号， 94ページ）r.The Developing Econo・ 
mies (Vol. IV, No. 3, p. 404)において当研究所の中岡

三益の手になる書評 (TheIdeological Revolution in 

the Middle East〈NewYork, John Wiley & Sons, 

Inc., 1964, p. 287〉）の中で紹介されているように，ノヽー

バード大学において中東研究の権威 Gibb教授と政治学

のEmerson教授の両方から吸収した Orientalismと政

治学の「結婚」を図ろうとする努力の現時点における成

功した事例を体現しているものといえよう。

筆者がシカゴ大で会ったいま 1人の学者は文化人類学

の ManningNash教授である。 同教授は 1960年初頭に

上ビルマの二つの農村について行なった研究の成果を

The Golden Road to Mndernity (New York、.Tohn

Wiley & Sons, Inc., 1965)にまとめた。
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そのねらいは，同書冒頭の次のくだりに集約的に現わ

れている。

"Recently economists, political scientists, socio! o-

gist, and historians have given us some understand-

ing of Burmese national society. Pye, Silverstein, 

Furnivall, Badgley, Tinker, and many Burmans like 

U Nu, Maung Maung and other have provided data 

on the national structure of the people and the 

organizations that make the national decisions and 

speak for Burma. There is some understanding 

of the planners and the policy makers, of the plans 

and the policies attempting to transform Burma into 

a modern nation. But there is scant information 

on what effects the plans and policies have. There 

is [sic] little data on what has been and is happening 

in the villages of Burma where more than 85 per 

cent of the Burmans live. And it is the response 

of the villagers, the human and social material 

from which a modern nation must be built, that 

in large measure will determine the course of 

social and cultural change" (p. 2) 

Nash教授は，その後1965~67年に 2度にわたり ，マラ

ヤ半島東海岸のケラタン(Kelantan)少卜1の農村を対象に現

地調査を行ない， 1966年4月の Associationfor Asian 

Studiesの年 次学会で “Tradition in Tension in 

Kelantan"と題する報告を行なった。マラヤ半島の東悔

岸は，上ビルマと同じく， 「西洋の衝撃」を蒙ったアジ

ア社会の内部で比較的伝統的社会の契機が強く残ってい

る地域である一方，宗教の点でビルマの仏教に対して，

マラヤではイスラームという違いがあるので，興味ある

比較研究の成果が期待される。

シカゴ大学では， Nash教授と同じく文化人類学者で

あり ，イ ンドネシアを対象に， TheReligion of Java 

(Glencoe, Ill., Free Press, 1960)や TheAgricultural 

In℃olution: The Process of Ecological Change in 

Indonesia (Berkeley, 1963)その他の力作で名の高い

Clifford Geertz博士がいるが，最近はモロッコに滞在し

て現地調査に従事しており，話しあう機会を得られなか

ったのは残念であった。また後進国の政治 ・社会の理論

的研究に鋭い分析力を示している EdwardShils教授も

イギリスのケンブリッジ大学で講義中のためシカゴでは

不在であった。

筆者は，一日，シカゴ西方の，車で 1時間の距離にあ

るDekalbという町にある NorthernIllinois University 

を訪ねた。この大学は10年ほど前には学芸大学だったの

が総合大学に昇格したものだが， Norman Parmerとい
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うマレーシア・シンガボール史を専攻する歴史学者がお

り，また平和部隊マレーシア班の訓練センターがある。

この中西部の CornState（イリノイ朴1)のまん中にあ

る大学町で，東京の国際基督教大学を出てから Texas大

学で博士号をとったという若い日本人の経済学部助教授

堀内氏にお批話になった。

VII 西悔 岸にて

1. サンタ・モニカ （ロスアンゼルス郊外）

季節はずれの異常な寒波に震えるシカゴからジェット

機で南西へ 3時間余， ロッキー山脈を越えて陽光かがや

く南カリフォルニアに出る。もっとも，油田や新しいエ

場が近年著しく増え，今やニューヨ ークにつぐロスアン

ゼルス大都市圏は機内から望むと，空はスモッグに覆わ

れ， SunnyCaliforniaの印象とはほど遠い。ロス南郊の

涌岸に臨むサンタ ・モニカは seasideresortとして知ら

れている。

旅装をといたMiramarホテルから歩いて数分同じく海

料のOceanBonlevardに面した所に RandCorporation 

がある。この研究所は，1946年にアメリカ空軍の資金で，

軍事に関連する広範な諸問題を研究する目的で設立され

たものだが，自然科学 ・工学以外に社会科学部門もあり，

政治学の分野についていえば，近年次のような土要労作

がでている。

Bernard Brodie, Strategy in the Missile Age 

(Princeton, Princeton University Press, 1959), W. 

Phillips Davison, The Berl切 Blockade(Princeton, 

Princeton University Press, 1958). Nathan C. 

Leites, A Study of Bolshevism (Glencoe, Free 

Press, 1953), Bruce L. Smith and Chetra M. Smith, 

International Communication and Politi1-・al Opi-

nion ; A Guide to the Literature (Prniceton, Prince-

ton University Press, 1956). 

筆者が特にこの研究所で話し合いたかったのは，イン

ドネシアの政治を専攻する GuyPauker博士であった。

Pauker博士とは， ジャカルタと東京で面識のある間柄

であるが，1965年 9月30日事件以降のインドネシア情勢

についての意見交換を行ないたかった。

Pauker博士夫人もインドネシアの政治を専攻する研

究者であり ，ともに Randの所員と して隣り合った部屋

で文字どおりのチーム・ワークを行なっている。 Pauker

博士夫妻との鼎談では，インドネシア共産党の事件と の

関係いかんと，事件後における同党の崩壊の原因が中心

であった。すでに東部で会ったインドネシア専攻の政治

学者の場合と同様，アメリカのインドネシア政治研究



はナショナルなレベルの政治分析が地方農村基底レベル

まで十分掘り下げられたものではなく，地方農村基底レ

ベルの政治分析は， Geertzや］ayが行なった文化人類学

者中心の MIT現地調査につきるのではないか， という

印象であった。 （ちなみに Pauker博士の最近の論文と

しては，AsianSun•ey 1967年 2月号に “Indonesia: The 

Year of Transition’'がある。）

Rand Corporationでは， このほか， 中ソ経済関係専

攻の OlegHoeffding博士， 中国経済専門の中国系の

K. C. Yeh博士に紹介された。また， Pauker夫人とu-
CLAでベトナム問題について博士論文執箪中のWilliam

Stewerd退役空軍大件に招かれてともにしたメキ シコ料

理店の昼食は，南カリフすルニアら しい昼下がり の— 刻

ではあった。

2. バークレー （カリフォルニア大学）

1953年秋， 金門橋を出てゆくフ゜レジデント ・ウイルソ

ン号の甲板から別れをつげたサンフランシスコは，昔に

変わらぬ白く優雅なたたずまいを見せていた。オークラ

ンド橋を越えた対岸のバークレーのカ リフォルニア大学

を訪れる。あくまで青い空の下，年中この上なく快適な

気候のこの士地は勉学 ・研究には理想的な自然環脆であ

る。

バークレーのカリ フォルニア大学は， 内容の而でも，

当時たまたま土地の新聞 SanFrancisco Chronicleに

のっていた調査記事では，全米の大学の中では一位にラ

ンクされていたくらいであった。

この大学で第 1に会ったのは，東南アジア研究の諸教

授である。東南ア ジア研究プログラムの主任でフィ リピ

ンを専攻する文化人類学の］amesN. Anderson教授，

コーネル大の Kahin門Fでインドネシア政治を専攻す

るDanielLev助教授， それに当時正式のスタッフでは

なかったが，フィリヒ ン゚とマレーシアの政治について幾

多の著作を出している FrancisStarner女史らと長時間

にわたり意見交換の機会を得たのは大いに益するところ

があった。

3. パロ・アルト （スタンフォード大学）

サンフラ ンシスコ から汽車で南へ50分のパロ・アルト

にあるスタ ンフォー ド大学は，西側の太平洋岸との間を

山脈がさえぎり，むしろ南カリフォルニア的に温度が高

く，スペイン僧院風の学舎が印象的な緑深いキャンパス

である。

元エール大学やフ リ゚ンストン大の政治学科の主任教授

をつとめた GabrielAlmond教授が現在こ の大学の政治

＇ ―- 研究機関紹介

学科主任で， TheInstitute of Political Studiesの所長

をかねている。Almond教授は， 1950年代以降比較政治

の理論的開拓に指導的役割を演じており， 前述の MIT

の LucianPye教授も Almond教授のエール大時代の

弟子に当たる。 SocialScience Research Councilの比較

政治委員会の指辞者として， LucianPye (ed), Commu-

nications and Political De℃elopment, Joseph La Pa-

loml.iara (eel), Rureaucracy and Political Development 

等7巻の Studiesin Political Developmentプロジェク

トの成果を1963年以来発表してきた。 Almond教授の話

では，こうした近年における Politicalsystemの理論と

各同に関する実証研究の成果をふまえ，次の研究目標と

してPoliticalsystem を意識的に変化させる問題を研究

するグループをスタンフォード大政治学研究者の中で発

足させた，という。これは， Almond教授が従来唱えて

きた政治の functiona1-structuralanalysisが本格的に動

学的アプロ ーチの段階に向かおうとしている傾向のきざ

しであり，また別の視角から見れば，政治の functional-

structural analysisがいよいよ政策科学的， ないし， Vヽ

わば政治社会工学的に取り扱おうとする姿勢を示してい

る， と思われる。

The Institute of Political Studiesでは，そのほか日

本の政治を専攻する NobutakaIke博士と，中国の政治

を数量的アプローチで分析している North博士の面識

を得た。North博士は最近では，中国共産党政治局員の

分析に焦点をあてているという。 Ike博士は， シア トル

生まれの日系 2世であるが，筆者のスタンフォード訪問

1ド， 糸冬力合オ5←11.t了i舌v、tこだV、た。

VlII 太平洋に思う

四海岸を午前9時にたったパン ・アメリカン機は， 4 

時間でハワイ時間午前11時にホノルルに着く。 2カ月に

わたる文字どおりの whirlwind tourにあけくれた旅

路のページを，中部太平洋の紺碧の海をはるか眼下に し

ながら，めくり直して見るのだった。

4月下旬， NewY orll Times日曜板の Magazineに

特集された大学生のベトナム徴兵をめぐる問題“2S"（こ

れは toosmart〈todie〉の略かと風刺的な見出しがつ

けられていたが）項が適用されて徴兵検査延期を受けて

いた大学生にもベトナム増派の影響がおよ んできたもの

として，アメリカ知識人にベトナム戦争へ関心を加速度

的に深めさせる触媒作用を果たすことになった。その関

連で一つの脚光を浴びることになったのは，アジアを専

l l 5 
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攻する地域研究や国際関係論の分野の学者である。前記

New York Times特集が取材したミ シガン大学では，

それに先き立つ1年前にアメリカで最初の “teach-in”集

会が行なわれている。こうした面ですでに述べた例のよ

うに， コーネル大の Kahin教授はすこぶる積極的な話

動を続けているが，バークレーでも，筆者が訪門中の 5

月下旬，同大学の中国研究セ ンターとクエーカー団体と

がアメリカの対中国関係に関するシンボジアムを 開い

た。この大集会の講師として，スカラヒ ー゚ノ教授，中国専

攻の社会学者 Schurman教授，政治学の DanielLev助

教授， JamesR. Townsend助教授等々が顔をそろえた。

こう した事例はアメリカ知識人が科学的認識と価値判

断，理論と実践との相互関係に関する考え方をあらため

て検討する場にみづから置くようになったことを示 して

いる。

ノヽワイでは東南アジアを専攻する 2人の学と者話し介

った。 1人は，東南アジア華僑の研究で種々の力作を肌

に問うている GeorgeSkinner博士である。ハワイの東

西センター（正式の名称は Center for Cultural and 

Technical Interchange lietween East and West)の

Senior Specialists in Residence Programで“Communism

and Chinese Cul tu re in Indonesia : The Political 

Dynamics of Overseas Chinese You th"の執筆のため，

1年間滞在中の同教授は， 1966年秋から スタンフォード

大学で教鞭をとり，東南アジアの社会学を担当すること

になった。しかし，健康上の理由で，今後の研究は東南

アジア華僑から中国本士に対象を移す由。

いま 1人は，ハワイ大学歴史学科主任の Robertvan 

Niel教授である。 van Niel教授は， その力作 TI1(＇

Emergence of the Modern Indonesian Elite (W. van 

Hoeve Ltd., The Hague and Bandung, 1960)で知ら

れるインドネシア史家である。前年に本土から赴任して

きたばかりの博士の自室はワイキキ ・ビーチやダイヤモ

ンド ・ヘッドの山をはるかに望む山腹にある。涌から吹

き上げてくる涼しい夜風を楽しみながら，イ ンドネシア

・マラヤ研究の状況と展望を語り合ったが，教授のも て

なしにはその人柄がにじみ出て，心あたたまるものがあ

った。 vanNiel教授は目下， 「強制栽培」 制度が開始

された1830年代のジャワ農村の社会 ・経済構造をオラ ン

ダ植民地政府官史の行政報告などを資料にして研究中で

あるという。

今回の旅行は，マレーシア ・インドネシアを中心とす

II6 

る東南アジアの地域研究と後進国の政治に関する理論状

況を調査するのが目的であった。その結果，筆者が得た

印象は次のようなものがある。

第一に，イ ンドネシアに関する政治学者の研究は，ゃ

はり中央におけるエリート政治のレベルの研究であり，

また政治史プロバーのものが多く，地方基底社会のサ

ブ ・リーダーと大衆のレベルで具体的に研究したものは

Clifford Geertzゃ RobertJayといった政治学者ならぬ

文化人類学者の手になるものだったのである。そして

1965年9月30日事件に続いて展開した大虐殺の社会的，

文化的背景は，こうした文化人類学者がつとに指摘して

いたところであった。

も/)とも，ここで付言しておかねばならぬのは， Cli-

ff ord Geer位は，文化人類学者の問に一般的だったやり

方と異なり，対象の地域社会を分析するに当たり，歴史

的視角を屯視し，かつナショナJレ，さ らには国際的な規

定条件を入れた引照基準をも っていることである6 こう

した研究が今後いっそう必要であると痛感される。

第二に，マレーシアの地域研究は従来アメリカでは非

常に比重が低かったが，ここ 3年米，政治学者 ・社会学

者 ・歴史学者が現地調査に大挙して赴いている。インド

ネシア研究の先例にかんがみ，地方基底社会のレベルに

まで掘り下げた研究を促進する必要を日本のわれわれ研

究者自身の間題として力説したい。考えてみれば，研究

対象としての大きさとして，マラヤはインドネシアの一

地方ぐらいに当たる n こうした規模での研究によ って，

逆にインドネシアの地方レベルの研究に碑益するところ

大なるものがあろう 。またそれを通じて，後進国の比較

政治的研究という理論開発に役立つこと になる。

（調在研究部東南アジア第 1調査室長 長井信ー）
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